
「
第
二
次
財
政
再
建
推
進
プ
ラ
ン
」
に
関
す
る
意
見
書 

 

 
住
民
福
祉
を
向
上
さ
せ
る
施
策
を
継
続
的
、
安
定
的
に
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
健
全
な
財
政
基
盤
の
確
保
が
必
要
で
す
。
東
京
都
の
財
政
再
建

は
、
区
市
町
村
に
お
い
て
も
重
要
か
つ
緊
急
の
課
題
で
す
。 

 

現
在
、
都
財
政
は
危
機
的
な
状
況
に
直
面
し
て
お
り
、
財
政
再
建
団
体
転
落
の
瀬
戸
際
に
立
っ
て
い
ま
す
。
ひ
と
た
び
財
政
再
建
団
体
に
転
落
す

る
と
、
都
が
独
自
で
行
っ
て
い
る
事
業
は
全
て
国
並
み
の
基
準
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
住
民
生
活
に
深
刻
な
影
響
が
生
じ
て
き
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
状
況
か
ら
脱
却
す
る
た
め
に
、
都
は
平
成
十
一
年
七
月
に
「
財
政
再
建
推
進
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
本
年
十
月
十
七
日
に
は
「
第
二
次
財
政
再
建
推
進
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
プ
ラ
ン
は
、
都
財
政
の
力
強
い
再
建
を
進
め

る
決
意
を
示
す
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
都
が
充
実
さ
せ
て
き
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
根
底
か
ら
崩
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
都
と

区
市
町
村
が
協
力
し
、
住
民
福
祉
の
充
実
を
進
め
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
意
義
あ
る
も
の
と
評
価
い
た
し
ま
す
。 

財
政
再
建
の
過
程
に
お
い
て
、
施
策
や
補
助
金
の
見
直
し
は
当
然
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
中
に
は
住
民
生
活
に
と
っ
て
今
後
も
継
続
し
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
も
の
と
時
代
の
経
過
と
と
も
に
必
要
度
が
低
く
な
っ
て
き
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、
都

と
区
市
町
村
が
十
分
に
精
査
し
、
適
切
に
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 

よ
っ
て
、
江
戸
川
区
議
会
は
、
東
京
都
に
対
し
、
第
二
次
財
政
再
建
推
進
プ
ラ
ン
が
住
民
に
と
っ
て
、
永
続
的
な
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
よ
う

十
分
な
考
え
の
も
と
に
力
強
く
推
進
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
し
ま
す
。 

  

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。 

 

 

平
成
十
五
年
十
月
二
十
二
日 
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区
議
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